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76 田辺市中心市街地活性化基本計画 新旧対照表（傍線赤文字部分は変更箇所） 

 

変  更  後 変  更  前 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針  

（７）中心市街地の課題（54 ページ） 

 別紙①参照 

 

 

３．中心市街地の活性化の目標 

（４）具体的な目標数値の考え方 

１.歩行者・自転車通行量 

〈ＪＲ紀伊田辺駅ビジターセンター整備事業〉（70 ページ） 

（略） 

ＪＲ紀伊田辺駅ビジターセンターを整備することにより、現在の 1.5 倍の利用者数を目標としている。 

 

 

☆．田辺市中心市街地活性化基本計画の骨子（74 ページ） 

 別紙②参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．中心市街地の活性化に関する基本的な方針  

（７）中心市街地の課題（54 ページ） 

 別紙①参照 

 

 

３．中心市街地の活性化の目標 

（４）具体的な目標数値の考え方 

１.歩行者・自転車通行量 

〈ＪＲ紀伊田辺駅前南紀田辺観光案内センター整備事業〉（70 ページ） 

（略） 

ＪＲ紀伊田辺駅前南紀田辺観光案内センターを整備することにより、現在の 1.5 倍の利用者数を目標としている。

 

 

☆．田辺市中心市街地活性化基本計画の骨子（74 ページ） 

 別紙②参照 
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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地

の整備改善のための事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

(1)～(3)略 

（4）国の支援がないその他の事業（83 ぺージ） 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事項 

【事業名】 

ＪＲ紀伊田辺駅

方面へのアクセ

ス道路の整備 

【内容】 

礫坂からＪＲ紀

伊田辺駅方面へ

の一方通行を一

部解除するとと

もに、一部の区

間を相互通行出

来るように交通

体系の見直しを

図るための道路

整 備 を 実 施 す

る。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

 

田辺市 【目標達成のための位置付け】 

礫坂から一方通行となってい

るＪＲ紀伊田辺駅方面へのアク

セス道路の交通体系を見直し、中

心市街地へのアクセス向上及び

交流人口の増大につながる道路

整備を実施する。これにより、「街

なか環境の整備や商業機能の再

構築による賑わいの創出」の達成

に寄与するものである。 

【必要性】 

ＪＲ紀伊田辺駅方面へのアク

セスの向上及び自動車利用者の

利便性の向上によって、中心市街

地に訪れやすい交通体系に見直

すこととする。本事業は、街なか

の賑わい創出に寄与する事業で

あり、中心市街地活性化のために

必要な事業である。 

 

  

【事業名】 

紀伊田辺駅前第

二駐車場の利用

促進事業 

【内容】 

ＪＲ紀伊田辺駅

前広場改修事業

に併せて、ＪＲ紀

伊田辺駅や中心

市街地へ来られ

る方が利用しや

すいように自動

車の駐車料金等

の見直しを図る 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

平成 25 年度 

田辺市 【目標達成のための位置付け】 

まちの玄関口でもあるＪＲ紀伊

田辺駅前広場の改修に併せ、紀伊田

辺駅前駐車場の改修を行う。また同

時に、当駐車場の稼働率が低下して

いることから、利用料金を、現行の

30分 100円から最初の30分無料へ

と見直し、利用促進を図ることとす

る。これにより、「街なか環境の整

備や商業機能の再構築による賑わ

いの創出」の達成に寄与するもので

ある。 

【必要性】 

ＪＲ紀伊田辺駅前広場改修事業

に伴う一般車の受け皿として第二

駐車場での利用促進は不可欠とな

る。また、本事業による中心市街地

 

 

 

 

 

当駐車場の駐

輪場は、昭和61

年に設立され

た第三セクタ

ーである（株）

紀南ふるさと

開発センター

（現：南紀みら

い（株））に運

営管理を委託

している。 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の整

備改善のための事業に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

(1)～(3)略 

（4）国の支援がないその他の事業（83 ぺージ） 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事項 

【事業名】 

ＪＲ紀伊田辺駅

方面へのアクセ

ス道路の整備 

【内容】 

礫坂からＪＲ紀

伊田辺駅方面へ

の一方通行を一

部解除するとと

もに、一部の区

間を相互通行出

来るように交通

体系の見直しを

図るための道路

整 備 を 実 施 す

る。 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

平成 24 年度 

田辺市 【目標達成のための位置付け】 

礫坂から一方通行となってい

るＪＲ紀伊田辺駅方面へのアク

セス道路の交通体系を見直し、中

心市街地へのアクセス向上及び

交流人口の増大につながる道路

整備を実施する。これにより、「街

なか環境の整備や商業機能の再

構築による賑わいの創出」の達成

に寄与するものである。 

【必要性】 

ＪＲ紀伊田辺駅方面へのアク

セスの向上及び自動車利用者の

利便性の向上によって、中心市街

地に訪れやすい交通体系に見直

すこととする。本事業は、街なか

の賑わい創出に寄与する事業で

あり、中心市街地活性化のために

必要な事業である。 

 

  

【事業名】 

紀伊田辺駅前第

二駐車場の利用

促進事業 

【内容】 

ＪＲ紀伊田辺駅

前広場改修事業

に併せて、ＪＲ紀

伊田辺駅や中心

市街地へ来られ

る方が利用しや

すいように自動

車の駐車料金等

の見直しを図る 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

平成 24 年度 

田辺市 【目標達成のための位置付け】 

まちの玄関口でもあるＪＲ紀伊

田辺駅前広場の改修に併せ、紀伊田

辺駅前駐車場（収容台数：自動車

19 台）を廃止し、紀伊田辺駅前第

二駐車場（収容台数：自動車 95 台・

二輪車 400 台）に集約する。また同

時に、当駐車場の稼働率が低下して

いることから、利用料金を、現行の

30分 100円から最初の30分無料へ

と見直し、利用促進を図ることとす

る。これにより、「街なか環境の整

備や商業機能の再構築による賑わ

いの創出」の達成に寄与するもので

ある。 

【必要性】 

ＪＲ紀伊田辺駅前広場改修事業

 

 

 

 

 

当駐車場の駐

輪場は、昭和61

年に設立され

た第三セクタ

ーである（株）

紀南ふるさと

開発センター

（現：南紀みら

い（株））に運

営管理を委託

している。 
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内の利便性の向上や回遊性の促進

を図ることは、中心市街地活性化の

ために必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］都市福利施設の整備の必要性 

（１）～（２）略 

【ＪＲ紀伊田辺駅ビジターセンター】（85 ぺージ） 

［２］具体的事業の内容 略 

 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業と一

体として行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

(1)～(3)略 

（4）国の支援がないその他の事業（98 ぺージ） 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事項 

【事業名】 

民間賃貸住宅建

設費補助事業 

【内容】 

中心市街地内に

限定した民間賃

貸住宅建設支援 

【実施時期】 

平成 21 年度～ 

平成 25 年度 

和歌山県 【目標達成のための位置付け】 

和歌山県地域優良賃貸住宅整

備事業を活用し、中心市街地活性

化エリアでの住宅建設（共有部分

が対象）に補助を行うことによ

り、良質な住宅の提供を促し、中

心市街地における住環境整備及

び居住人口の増加を図る。これに

より、「都市基盤の推進による街

なか居住の促進」の達成に寄与す

るものである。 

【必要性】 

中心市街地内に限定し、民間賃

貸住宅の建設を支援することで、

良質な住宅の提供、住環境整備及

び居住人口の確保に寄与するな

ど、中心市街地活性化のために必

要な事業である。 

 

  

 

 

に伴う一般車の受け皿として第二

駐車場での利用促進は不可欠とな

る。また、本事業による中心市街地

内の利便性の向上や回遊性の促進

を図ることは、中心市街地活性化の

ために必要な事業である。 

 

 

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］都市福利施設の整備の必要性 

（１）～（２）略 

【ＪＲ紀伊田辺駅 南紀田辺観光案内センター】（85 ぺージ） 

［２］具体的事業の内容 略 

 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他の住宅の供給のための事業及び当該事業と一体と

して行う居住環境の向上のための事業等に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

(1)～(3)略 

（4）国の支援がないその他の事業（98 ぺージ） 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事項 

【事業名】 

民間賃貸住宅建

設費補助事業 

【内容】 

中心市街地内に

限定した民間賃

貸住宅建設支援 

【実施時期】 

平成 21 年度～ 

平成 25 年度 

田辺市 【目標達成のための位置付け】 

和歌山県地域優良賃貸住宅整

備事業を活用し、中心市街地活性

化エリアでの住宅建設（共有部分

が対象）に補助を行うことによ

り、良質な住宅の提供を促し、中

心市街地における住環境整備及

び居住人口の増加を図る。これに

より、「都市基盤の推進による街

なか居住の促進」の達成に寄与す

るものである。 

【必要性】 

中心市街地内に限定し、民間賃

貸住宅の建設を支援することで、

良質な住宅の提供、住環境整備及

び居住人口の確保に寄与するな

ど、中心市街地活性化のために必

要な事業である。 
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７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事業及び措置に関する事項

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

(1)～(3)略 

（4）国の支援がないその他の事業（116 ぺージ） 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事項 

【事業名】 

紀伊田辺駅前第

二駐車場の利用

促進事業 

【内容】 

ＪＲ紀伊田辺駅

前広場改修事業

に併せて、ＪＲ紀

伊田辺駅や中心

市街地へ来られ

る方が利用しや

すいように自動

車の駐車料金等

の見直しを図る 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

平成 25 年度 

田辺市 【目標達成のための位置付け】 

まちの玄関口でもあるＪＲ紀伊

田辺駅前広場の改修に併せ、紀伊田

辺駅前駐車場の改修を行う。また同

時に、当駐車場の稼働率が低下して

いることから、利用料金を、現行の

30分 100円から最初の30分無料へ

と見直し、利用促進を図ることとす

る。これにより、「街なか環境の整

備や商業機能の再構築による賑わ

いの創出」の達成に寄与するもので

ある。 

【必要性】 

ＪＲ紀伊田辺駅前広場改修事業

に伴う一般車の受け皿として第二

駐車場での利用促進は不可欠とな

る。また、本事業による中心市街地

内の利便性の向上や回遊性の促進

を図ることは、中心市街地活性化の

ために必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈再掲〉 

 

 

10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

［１］～［３］略 

［４］都市機能の集積のための事業等 

 ○都市福利施設整備に関する事業（137 ページ） 

（略） 

 ・ＪＲ紀伊田辺駅ビジターセンター整備事業 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業その他の商業の活性化のための事業及び措置に関する事項 

［１］略 

［２］具体的事業の内容 

(1)～(3)略 

（4）国の支援がないその他の事業（116 ぺージ） 

事業名、内容及び

実施時期 
実施主体

目標達成のための 

位置付け及び必要性 

国以外の支援

措置の内容及

び実施時期 

その他の事項 

【事業名】 

紀伊田辺駅前第

二駐車場の利用

促進事業 

【内容】 

ＪＲ紀伊田辺駅

前広場改修事業

に併せて、ＪＲ紀

伊田辺駅や中心

市街地へ来られ

る方が利用しや

すいように自動

車の駐車料金等

の見直しを図る 

【実施時期】 

平成 23 年度～ 

平成 24 年度 

田辺市 【目標達成のための位置付け】 

まちの玄関口でもあるＪＲ紀伊

田辺駅前広場の改修に併せ、紀伊田

辺駅前駐車場（収容台数：自動車

19 台）を廃止し、紀伊田辺駅前第

二駐車場（収容台数：自動車 95 台・

二輪車 400 台）に集約する。また同

時に、当駐車場の稼働率が低下して

いることから、利用料金を、現行の

30分 100円から最初の30分無料へ

と見直し、利用促進を図ることとす

る。これにより、「街なか環境の整

備や商業機能の再構築による賑わ

いの創出」の達成に寄与するもので

ある。 

【必要性】 

ＪＲ紀伊田辺駅前広場改修事業

に伴う一般車の受け皿として第二

駐車場での利用促進は不可欠とな

る。また、本事業による中心市街地

内の利便性の向上や回遊性の促進

を図ることは、中心市街地活性化の

ために必要な事業である。 

 

 

 

 

 

 

〈再掲〉 

 

 

10．中心市街地における都市機能の集積の促進を図るための措置に関する事項 

［１］～［３］略 

［４］都市機能の集積のための事業等 

 ○都市福利施設整備に関する事業（137 ページ） 

（略） 

 ・ＪＲ紀伊田辺駅前南紀田辺観光案内センター整備事業 

 

 

 

 

 

 


